


　はじめに遅くなりましたが、今年4月に行われました統一地方選挙
におきまして、われわれ国民民主党に対して、力強いご支援を賜り誠
にありがとうございました。このご支援を議会や地域社会において、
最大限活かせるよう、今後も不断の努力を積み重ねて参りますので、
どうぞよろしくお願い申し上げます。
　さて最近では、枕詞のように「人口減少、人口減少」と言われるよ
うになりましたが、実は私が20年前に県議会に初登壇（2003年）
し、訴えた第一の大きなテーマが「人口激減！どうする和歌山」でし
た。ただその時は、県当局も県議会もほとんど関心を示しませんでし
た。しかし、これから「大きな人口減少時代がやってくる。一体どう
しますか？」という趣旨で、敢えて警鐘を鳴らす訴えでした。

　当時の直近の国勢調査（2000年）では、県
全体で約107万人以上あった人口が、20年後
には92万人になると推計も述べましたが、皆他
人事のようでした。しかし、現実はそれ以上に減
少するスピードが速く、現在では約89万人とな
り、年間1万人近くの人が減少しております。

　またこれも4年前の県議会（2019年）で述
べましたが、全国で47ある都道府県庁所在
地の中で、1985年から2015年までの30年間で、和歌山市が2番目
に大きい人口減少率であるということ。ちなみに1番目が長崎市、3番
目は青森市ですが、長崎市は造船業、和歌山市は鉄鋼業等の産業の
縮小が影響していることは、火を見るより明らかであります。（青森市は
本州最北端で豪雪地帯であることが、大きな原因と思われます。）
　しかしその長崎市が今、「長崎スタジアムシティプロジェクト」でプ
ロサッカーチーム（V・ファーレ長崎）を中心に2万人集客のスタジアム建
設だけではなく、そこを中心にホテル、ショッピングセンターオフィス、レ
ストラン等で、地域を盛り上げ大きく再生しようとしております。
　和歌山県は、それに匹敵するものとして、和歌山市に多額の民間資
金を投入する「和歌山IR」を計画しておりましたが、昨年の5月の県議
会で残念ながら否決されてしまいました。では一体どうするのか？
　この“人口減少先進地”県都・和歌山市に「夢と希望のある政策」を！！
　岸本知事に、心より強く望む次第であります。
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　朝夕の風に秋の涼しさを感じるこのごろ、いかがお過ごしでしょうか。
県民の皆様には、常日頃の国民民主党和歌山県連の活動にご理解
とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　さて、私、永野裕久は4月23日に投開票された和歌山市議会議
員一般選挙（定数38）にて、4,784票もの負託を頂戴し5期目の
当選を果たすことができました。
　それは4年前に執行された前回よりも926票増、また、順位も5位
から4位という結果であります。これもひとえに、市民の皆様より私た
ち国民民主党和歌山県連並びに、永野裕久への期待が数字に表れ

たものと存じます。
　身に余る大きなご期待にお応え
できるよう、「机上よりも迅速な行
動」で「誰ひとり取り残されること
のない和歌山市」を基本理念に、
粉骨砕身の努力を傾注することを
お約束させていただきます。

　今期私は経済文教委員会に所属する
こととなったのですが、同委員会は主に
教育行政や観光行政に関する議案等を
審議する委員会であり、どれをとっても喫
緊の課題を議論する重要な委員会であ
ります。未来を担う子どもたちが育つ教育のまち和歌山市、人が溢れ
る観光のまち和歌山市、特に観光は和歌山市の経済に直結します。
　本市の観光はコロナ禍による需要喪失からの回復により大きな
転換期にあると言えるだけに、任された議席は重責です。
　同委員長を務めた経験を活かして、委員会に付託される予算案や
条例案のチェックは勿論のこと、「批判よりも建設的な議論と提言」
を軸にした、中身のある政策提言に努めて参ります。有言実行力。
5期目もよろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、９月2日に投開票された国民民主党代表選挙
の結果、玉木雄一郎代表が再任されました。これからも政策本意で
『対決より解決』『つくろう、新しい答え。』を掲げ党本部と連携し、県
連一同邁進する所存でございます。

「馳せ参ずる」初心に返りいざ発進！！
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